
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                                          

「 積 小 為 大 （ せ き し ょ う い だ い ） 」 の 意 味 は 「 小 さ な 努 力 の 積 み 重 ね

が 、 や が て 大 き な 収 穫 や 発 展 に 結 び つ く 」 と い う 意 味 で あ り 、 ま た 、 「 小

事 を お ろ そ か に し て い て 、 大 事 を な す こ と は で き な い 」 と も 解 さ れ ま す 。 
 一 学 期 を ふ り 返 る と 、 子 ど も 達 の 成 長 を 育 む た め に 、 学 校 で は ま さ し く

「 積 小 為 大 」 の 教 育 を 実 行 し て き ま し た 。 教 科 に お い て は 、 基 礎 ・ 基 本 の

習 得 を 大 事 に し 、 特 に 言 語 力 を 伸 ば す た め の 、 早 登 校 後 の 朝 読 書 や 朝 の マ イ

フ ナ ー タ イ ム( 八 時 十 五 分 ～ 八 時 三 十 分)、 そ し て 放 課 後 の 補 習 指 導 で 、 学

力 の 基 盤 を し っ か り と 身 に 付 け さ せ て き ま し た 。 ま た 、 そ れ を 基 に し て 、 考

え る 力 で あ る 「 思 考 力 」 、 物 事 を し っ か り と 分 け る 事 が 出 来 る 「 判 断 力 」 、

さ ら に 、 そ れ ら を ア ウ ト プ ッ ト で き る 「 表 現 力 」 な ど の 活 用 能 力 も 育 て て

き ま し た 。 そ の 中 で も 、 登 小 が 特 に 力 を 入 れ た の が 、 「 書 く 力 」 で す 。 朝

の 帯 タ イ ム で の 条 件 作 文 や 、 教 科 で の 「 書 く 活 動 」 は 、 着 実 に 、 か つ 、 確

実 に 子 ど も 達 の 力 と な っ て お り 、 各 種 学 力 調 

査 で も そ の 結 果 が 表 れ て き て い ま す 。 こ の こ 

と は 、 毎 日 、 毎 時 間 の 子 ど も 達 の 努 力 の 積 み 

重 ね が も た ら し た 成 果 で あ り 、 先 述 の 「 積  

小 為 大 」 の 言 葉 ど お り に 、 学 ぶ 力 、 学 ん だ 力 

が 積 み 重 な っ て い る と 、 安 堵 し て お り ま す 。 
 さ て 、 も う 一 つ の 「 小 事 を お ろ そ か に し 

て 、 大 事 は 為 さ れ な い 」 の 実 践 と し て 、 学 校  

で は 基 本 的 生 活 習 慣 の 確 立 の 一 環 と し て 「 あ 

い さ つ 、 時 間 を 守 る 、 は き も の を 揃 え る 」 を 

中 心 に 生 活 指 導 も 展 開 し て き ま し た 。 校 門 で 

の 朝 の あ い さ つ 運 動 は 定 着 し て き ま し た が 、  

あ ら ゆ る 場 所 で 自 ら あ い さ つ が 出 来 る 力 は ま 

だ の よ う で す 。 ま た 、 遅 刻 者 の 数 は め っ き り 

少 な く な り 、 早 登 校 も 定 着 し つ つ あ り ま す が 、  

同 じ 児 童 の 遅 刻 が 改 善 さ れ て い ま せ ん 。 は き 

も の を 揃 え る も 、 ト イ レ の ス リ ッ パ の 乱 雑 が 

あ り 、 指 導 が 続 い て い ま す 。 こ の よ う に 、 掲  

げ た 目 標 は す べ て 完 全 に 身 に つ い て は い ま せ 

ん が 、 来 学 期 の 課 題 と し て 捉 え 、 指 導 を 継 続  

し て ま い り ま す 。 
 最 後 に 、 「 先 行 き 不 透 明 な 時 代 」 と 言 わ 

れ て い る 今 日 、 子 ど も 達 が 社 会 に 出 る と き ま 

で に 、 し っ か り と 「 生 き て 、 生 き 抜 き 、 生 き が い 」 に 繋 が る 力 を 、 来 学 期

も 進 め て 行 き た い と 思 い ま す の で 、 保 護 者 ・ 地 域 の 皆 様 の 学 校 教 育 へ の 変 わ

ら ぬ 、 ご 理 解 と ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 加 え て 、 夏 休 み 中 の 子

ど も の 安 全 に も 、 「 目 配 り 、 気 配 り 、 心 配 り 」 を 大 事 に し て 頂 き ま す よ う

お 願 い 致 し ま す 。 
 

平 成 二 八 年 七 月 十 四 日 （ 木 ）

の 二 ・ 三 校 時 、 本 校 体 育 館 に て 交

通 安 全 教 室 が 開 催 さ れ ま し た 。  

講 師 に 八 重 山 警 察 署 よ り 警 部

補 ・ 笠 原 啓 司 氏 を お 招 き し て の 本

教 室 で は 、 「 自 転 車 の 正 し い 乗 り

方 」 を 中 心 に 、 啓 発 用 DVD の 視

聴 、 講 和 、 さ ら に は 体 育 館 内 に 設

置 さ れ た 見 通 し の 悪 い 交 差 点 に お

い て 、 各 学 年 の 代 表 児 童 に よ る 自

転 車 の 正 し い 乗 り 方 の 実 演 等 も 行

わ れ ま し た 。  

明 日 か ら の 長 い 夏 休 み 、 子 ど も 達 の 自 転 車 等 を 利

用 す る 機 会 も 増 え 、 行 動 範 囲 も 広 が る と 思 い ま す 。  

今 一 度 「 交 通 安 全 」 「 自 転 車 の 正 し い 乗 り 方 」 に

つ い て 、 ご 家 族 で も 確 認 し て 頂 き た い と 思 い ま す 。

よ ろ し く お 願 い し ま す 。  
 

※ 各 町 内 の ラ ジ オ 体 操 の 場 所 は 左 記 の と お り で す 。 

登 野 城 一 町 内 ・ ・ ・ 場 所 ◇ 石 垣 給 油 所 東 駐 車 場   

登 野 城 二 町 内 ・ ・ ・ 場 所 ◇ 登 野 城 小 学 校 体 育 館 北 側 

登 野 城 五 の 一 町 内 ・ 場 所 ◇ 砂 川 冷 凍 食 品 駐 車 場   

登 野 城 五 の 二 町 内 ・ 場 所 ◇ 下 地 脳 神 経 外 科 駐 車 場  

大 川 四 町 内 ・ ・ ・ 場 所 ◇ 大 川 公 民 館   

大 川 五 町 内 ・ ・ ・ 場 所 ◇ 農 林 高 校 体 育 館 入 口 

大 川 子 ど も 会 （ 一 ・ 二 ・ 三 町 内 ）  

場 所 ◇ ボ ヌ ー ル 美 容 室 北 側 の 大 浜 駐 車 場 

※ 各 町 内 と も ラ ジ オ 体 操 の 時 間 は 午 前 六 時 三 十 分  

 
夏 休 み の 各 町 内 の 取 り 組 み と し て 、 海 水 浴 、 夏 祭

り 、BBQ 、 な わ と び 大 会 （ N-1 グ ラ ン プ リ ） 、 町

内 宝 探 し ゲ ー ム 、 そ の 他 、 様 々 

な 取 り 組 み が 計 画 さ れ て い る よ 

う で す 。 ラ ジ オ 体 操 や 地 域 行 事  

を は じ め 、 町 内 行 事 へ の 積 極 的  

な ご 参 加 も よ ろ し く お 願 い 致 し 

ま す 。  
 



 
 

              
 

                           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 去 る 七 月 三 日 （ 日 ） 、ANA イ ン タ

ー コ ン チ ネ ン タ ル ホ テ ル 真 栄 里 の 間 に

お い て 、 「 ～ よ み が え れ ！ ふ る さ と

の 歌 コ ン サ ー ト テ ッ ち ゃ ん の う た 物

語 に よ せ て 」 が 催 さ れ ま し た 。  

当 日 は 、 石 垣 女 声 コ ー ラ ス あ す よ う

ら 、 コ ー ラ ス ま み ー ず 、 石 垣 混 成 合 唱

団 、 石 垣 市 民 謡 愛 好 会 、 そ の 他 多 く の

方 々 の 素 敵 な 歌 声 が 響 い て い ま し た 。  

本 校 に お い て は 、 テ ッ ち ゃ ん こ と 宮

里 テ ツ 先 生 の 作 詞 に よ り ま す 「 創 立

百 周 年 を た た え る 歌 （ 作 曲 : 宮 良 長 和

氏 ） 」 を 有 し て い る ご 縁 か ら 、 器 楽 ク ラ

ブ の 五 ・ 六 

年 生 の 皆 さ 

ん に よ り 結  

成 さ れ た 幻 

の 合 唱 団 ・ 

十 五 名 が 当 

日 会 場 い っ 

ぱ い に 詰 め 

か け た ふ る 

さ と の 歌 を 

愛 す る 皆 さ 

ん の 前 で 、  

優 し い 歌 声 

で 「 創 立 百 周 年 を た た え る 歌 」 を 披

露 す る こ と が で き ま し た 。  
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真 夏 日 の 続 く こ の 時 期 … 、 今 月 末 の 三 十 日 （ 土 ） 、 三 十

一 日 （ 日 ） に 執 り 行 わ れ る 豊 年 祭 に 向 け 、 四 カ 字 の 各 御 嶽 、

公 民 館 に お い て は 、 日 中 の 暑 さ に 代 わ り 、 旗 頭 や 奉 納 舞 踊

等 々 の 練 習 に 励 む 地 域 の 皆 さ ん の 熱 気 が 感 じ ら れ ま す 。  

本 校 に お い て も 、 今 月 五 日 よ り 結 成 さ れ た 登 小 っ 子 旗 頭

隊 ・ 太 鼓 隊 の 二 十 八 名 の 有 志 の 皆 さ ん 、 ク ラ ブ 活 動 と し て 取

り 組 ん で い る 郷 土 芸 能 ク ラ ブ の 皆 さ ん に よ る 豊 年 祭 へ 向 け

て の 練 習 が 懸 命 に 展 開 さ れ て い ま す 。  

中 で も 旗 頭 、 太 鼓 に つ い て は 、 連 日 、 登 野 城 （ 登 野 城 旗

頭 会 ） 、 大 川 （ 大 川 旗 頭 ・ 棒 ・ 獅 子 保 存 会 ） の 両 字 の 指 導

者 の 方 々 か ら の 細 や か な ご 指 導 を 頂 い て お り ま す 。 何 と か あ

と 一 週 間 ほ ど の 練 習 で 、 天 川 御 嶽 、 大 石 垣 御 嶽 に お い て 、 太

鼓 隊 と 息 の 合 わ せ た 旗 頭 の 奉 納 が で き れ ば 、 と 皆 真 剣 に 取 り

組 ん で い ま す 。  

郷 土 芸 能 ク ラ ブ に お い て も 、 繁 盛 節 、 稲 し り 節 の 奉 納 に 向

け 、 外 部 指 導 者 の 高 良 音 絵 さ ん （ 本 校 PTA 副 会 長 ） を お

招 き し 練 習 を 重 ね て い ま す 。  
 

旗 頭 指 導 者 （ 敬 称 略 ）  

◇ 登 野 城 旗 頭 会  山 田 義 高 、 黒 石 昌 勝 、 黒 石 忠 勝 、 宮 城 撤 仁 、 

上 地 和 成 、 内 間 晴 彦  

◇ 大 川 旗 頭 ・ 棒 ・ 獅 子 保 存 会 

山 根 稔 、 新 城 聡 、 通 事 雄 一 郎 、 後 上 里 竜 也 、

黒 島 孫 孝 、 今 村 尚 貴 、 親 泊 怜 弥 

石 垣 市 教 育 委 員 会 で

は 、 子 ど も の 安 心 ・ 安 全

を 確 保 し 、 事 件 事 故 を 未

然 に 防 止 す る と と も に 学

校 、 家 庭 、 地 域 で の 自 主

防 犯 活 動 に 資 す る こ と が

で き る よ う 不 審 者 出 没 情

報 を 発 信 し て い ま す 。  ※
詳

細
に
つ

き
ま

し
て

は
、
学
校

か
ら

の
お

知
ら

せ
並

び
に

各
学

年
・
学

級
だ
よ

り
等

の
ご

確
認

を
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い

し
ま

す
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